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＜研究要旨＞ 

【目的】第 14 次労働災害防止計画（令和 5(2023)年度から令和 9(2027)年度）では、過労死等

防止調査研究センターにおける研究成果を踏まえた業種別・職種別の防止対策の作成及び

周知に取り組むことが記載され、業種別・職種別に注目した防止対策の取り組みが必要とされ

ている。本研究では、令和 6（2024）年 4 月に時間外労働の上限規制の適用が開始された医

師、重点業種「医療」の看護師、「IT 産業」の情報通信業、精神障害の業種別の労災認定事由

に注目し、対象業種・職種における事案分析研究等の知見の整理及び成果の活用について

検討した。 

【方法】平成 27(2015)年度より実施してきた過労死等事案研究のうち、重点業種「医療」「IT 産

業」に関連した調査研究報告を収集し、各分担研究報告においてまとめられた過労死等防止

のために取り組むべき視点の整理を行う。また、多業種・多職種の精神障害に注目して、認定

事由とされた心理的負荷の違いの整理を行う。これらの結果をもとに A4 で 2 枚程度の「業種・

職種別に過労死等の実態をまとめたファクトシート」を作成する。令和 5(2023)年度に作成した

「自動車運転従事者」「建設業」についても、公開に向けてのデータの見直し、レイアウトの修正

などを行う。 

【結果】これまで公開された過労死等の実態に関する研究報告書（医療 3 報、IT 産業 2 報）及

び関連して発表された学術論文等を参照し、対象となった業種・職種において過労死等の実

態として整理すべき事項をまとめた。これらの結果に基づき医療（医師）、医療（看護師）、IT 産

業（情報通信業）、業種・職種別の精神障害の労災認定事由としての心理的負荷要因に関す

る情報を整理し、過労死等の実態の紹介及び過労死等防止を促進するファクトシート案を作成

した。「自動車運転従事者」「建設業」についても見直し、HP 公開版を作成した。 

【考察】作成された資材の活用が期待される。一方、作成されたファクトシート案はその対象者

ごとで過労死等防止に関する対策内容が異なる可能性があり、内容及び情報の伝え方などを

含めて今後も検討を進める必要がある。特に、現場の管理者、医師、看護師、IT 産業で働くシ

ステムエンジニア等の技術職や事務職、人事・労務管理担当者、産業保健実務者、また行政

担当者や研究者からの意見などを集約し、過労死等防止に重要なファクトシートとして見直し、

公開し、活用する場面などを検討する必要がある。 

【この研究から分かったこと】医師、看護師、情報通信業を対象として過労死等防止の啓発と防

止策の普及を促進するファクトシートを作成した。また、精神障害の労災認定事由の相違と防

止視点を支援する業種比較版のファクトシートを作成した。今後の普及が期待される。 

【キーワード】ファクトシート、重点業種、過労死等 

研究分担者: 

田原裕之（労働安全衛生総合研究所過労

死等防止調査研究センター・研究員） 

髙橋有記（同センター・研究員） 

佐々木毅（同研究所産業保健研究グルー

プ・部長） 

中辻めぐみ（同研究所過労死等防止調査

研究センター・研究員） 
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鈴木一弥（同センター・研究員） 

高橋正也（同センター・センター長） 

研究協力者 

中西麻由子（なかにしヘルケアオフィス代

表・産業医） 

 

Ａ．目的 

過労死等の防止のための対策に関する大

綱において過労死等が多発し調査研究で注

目すべき職種や業種・業界が指摘されている
1)。過労死等防止調査研究センター（以下「過

労死 C」という。）では、過労死等として労災認

定された事案の調査復命書から過労死等デ

ータベースを作成し、平成 27 年度より調査分

析を行ってきた 2), 3)。これまでの事案分析から、

過労死等防止には業種や職種に特徴的な過

重労働や心理的な負荷要因があり、業種・職

種の働き方や労働慣行の特徴に応じた個別

具体的な対策が重要であることを明らかにして

きた 4), 5)。 

一方、各業種の関連団体や、事業主、労働

者、過労死等防止に関わる産業保健スタッフ

等の専門家等への周知、研究成果の活用等

については課題が残る。これまで過労死 C で

は研究成果発表シンポジウムの開催や内外の

関係団体に研究成果等の情報提供を行って

きたが、第 3 期からは、過労死等対策実装班

を通じて業種・業界との協働による労使による

過労死等防止策支援が開始され、また令和 5

年度には過労死 C の HP の開設による情報提

供により、研究成果の普及が進んだ。さらに、

毎年発行される過労死等防止対策白書等に

おいて、事案研究による業種、職種毎の過労

死等の実態に関する研究成果が活用されてき

た。また、2023 年度から 2027 年度を計画期間

とする第 14 次労働災害防止計画では「イ過重

労働対策（略）（イ）（ア）の達成に向けて国等

が取り組むこと（略）」において、「過労死等の

実態解明と防止対策に関する総合的な労働

安全衛生研究（過労死 C 実施）における研究

成果を踏まえた業種別・職種別の防止対策の

作成及び周知に取り組む。」とされ、特に業種

別・職種別に注目した取り組みが必要とされて

いる。業種・職種に注目した対策に関しては業

種・職種に応じた過労死等の実態について積

極的に活用していくことが期待されている 6)。

令和 5 年度には、令和 6(2024)年 4 月に時間

外労働の上限規制の適用が開始される自動

車運転従事者（運輸業）、建設業に焦点をあ

てて、これまでの事案分析研究によって得られ

た知見の整理を試み、その成果の普及に関連

した検討を行い、自動車運転従事者（運輸業）

及び建設業のファクトシートを作成した。 

本年度は、重点業種の「医療」について、令

和 6(2024)年 4 月に時間外労働の上限規制の

適用が開始された医師、看護師、同じく重点

業種の「IT 産業」に注目し、ファクトシートの作

成を行う。また、心理的な負荷要因が異なるこ

とが報告されている精神障害の事案を取り上

げ 7)、業種別にその違いを紹介するファクトシ

ートの作成を行う。 

 

Ｂ．方法 

1. 過労死等事案研究における知見の整理 

1) 医療（医師、看護師）、IT 産業における過

労死等の実態(FACT)の確認 

平成 27 年度より実施してきた過労死等事案

研究のうち、「医療」に関連した「医療，福祉業」

関連の調査研究報告を収集し、各分担研究

報告においてまとめられた過労死等防止のた

めに取り組むべき視点の整理を行う。各分担

研究での重要な分析結果や報告書等で記載

された対策の提言をレビューする。 

2) 重点業種・職種における過去の精神障害

のデータベースの作成 

過労死等データベースを利用し、重点業種

別の精神障害の労災認定事案について、過

労死等防止対策推進法施行後の平成27年度

から令和 3 年度までの 7 年間を対象に、労災

認定の事由となった特別な出来事、具体的な

出来事についてその件数を集計し、業種・職

種別ファクトシートを作成する。 

2. 業種別の特徴に関するファクトシートの作

成 

1) ファクトシート案の作成 

業種・職種毎の過労死等の特徴と防止対策

の優先事項や具体的な取り組みを紹介する

A4 で 2～4 枚程度の「業種・職種別に過労死

等の実態をまとめたファクトシート」を作成する。

作成の際には、すでに行われている種々の過

労死等防止策と連携できるツールを目指す。 

2) 対象とする業種 

令和 6 年度は、重点業種の「医療」について、

令和 6(2024)年 4 月に時間外労働の上限規制

の適用が開始された医師、看護師、同じく重

点業種の「IT 産業」のファクトシートの作成を行
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う。また、心理的な負荷要因が異なることが報

告されている精神障害の事案を取り上げ、業

種別にその違いを紹介するファクトシートの作

成を行う。また、昨年度作成した自動車運転従

事者及び建設業のファクトシートについては、

内容の見直し、精査を行い、公開に向けて準

備を行う。 

図 1 には、第 14 次労働災害防止計画にお

ける業種別・職種別対策の推進を踏まえた、

過労死等防止に関わる過労死等防止支援ツ

ールの開発のイメージを示した。 

 

3. 倫理面での配慮 

本研究は、労働安全衛生総合研究所研究倫

理審査委員会にて審査され、承認を得たうえ

で行った（通知番号：2022N10）。 

 

 

 
図１ ファクトシート作成に関連した全体計画（令和 5 年度から令和 9 年度（予定）） 

 

 

Ｃ．結果 

1. 過労死等事案研究における知見の整理 

1) 医療（医師、看護師）における過労死等の

実態(FACT)の確認及び防止対策として重要

な点の検討 

平成 27 年度から令和 5 年度までの当研究

班の医療，福祉業に関連した事案研究は 3 報

報告されている 8), 9）, 10)。そのうち、一報は総説

として公開されている 11)。 

平成 29 年度の報告では、平成 22 年 1 月か

ら平成 27 年 3 月までの 5 年 3 か月を対象とし

た医療，福祉の事案は、脳・心臓疾患は 52 

件、精神障害事案は 233 件で、職種の特徴、

医師、看護師の脳心、精神の被災の状況を初

報告した 8)。令和 3 年度の報告では、前述の

報告書の対象事案に加えて平成 27～令和元

年度の 5 年間を追加して、医療，福祉業の事

案全数を集計し、特に、医師の過労死等では

過去 10 年の脳心は 25 件、精神は 28 件を

特定し、その詳細をまとめた 9)。令和 5 年の報

告では、平成 22～令和 2 年度の 11 年間を

対象として、特に精神疾患事案に特化して解

析を行い、医師 31 件、看護師 193 件を対象

とした解析を行った 10)。 

これらの 3 報を総合すると、医師においては、

臨床研修医の精神障害の発症予防及び自殺

対策が重要であること、看護師においては「悲

惨な事故や災害の体験、目撃」をした看護師

に対しての事故・災害の発生前、発生直後、

急性ストレス障害や PTSD などの発症防止等

を含む包括的な支援に加えて、ハラスメントへ

の対策も肝要であることなども明らかとなった。

そこで、ファクトシートは上記の視点のファクト

（事実）を中心に作成する方針とした。 
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これらをもとに、ファクトシートに掲載すべき

内容を検討し（表 1-1）、最終的に別添 1 及び

別添 2 のファクトシートをドラフトした。 

 

表 1-1 ファクトシートに記載する内容（医療） 

業種 主な記載内容（案） 

医師 医師の精神障害事案では、自殺事

案が 4 割以上を占め、また、全体の

おおよそ半数が臨床研修医（初期・

後期）である 

○キーとなる FACT 

・週 60 時間以上勤務する医師が 2

割以上（厚労省調査） 

・医師の精神障害事案（男女合計

31 件）のうち、臨床研修医（初期・後

期）の事案は 14 件（45.2%）でおよそ

半数を占める 

・医師の自殺（未遂を含む）事案が

13 件（41.9％）あるなかで、臨床研

修医（初期・後期）の事案は 7 件

（53.8％）であり、自殺事案の過半数

を占める 

○対策に関する情報 

・医療機関管理者、医師への情報

提供として、「いきサポ」の紹介など 

・患者向け、上手な医療のかかり方 

看護

師 

看護師の精神障害事案では、「悲

惨な事故や災害の体験、目撃をし

た」が最も多い 

○キーとなる FACT 

・看護職員の 52.8％が、過去 1 年間

に勤務先または訪問先などで暴力・

ハラスメントを受けた経験がある（日

本看護協会） 

・看護師の精神障害の認定件数は

男性 14 件、女性 179 件 

・女性看護師の労災認定要因は、

「悲惨な事故や災害の体験、目撃を

した」が 72 件（45.9％）と最も多い 

○対策に関する情報 

・患者向け、上手な医療のかかり方 

・看護師向け、院内暴力が発生した

際の看護職員に対するポストベンシ

ョンのフローの紹介 

・医療機関管理者向け等を整理 

 

 

2) IT 産業における過労死等の実態(FACT)の

確認、防止対策として重要な点の検討 

IT 産業では労災疾病臨床研究では 2 報が

報告されている 12), 13)。それぞれ、報告内容の

うち重要な事項が学術論文としても公開されて

いる 14)。平成 29 年度の「情報通信業における

労災認定事案の特徴に関する研究」は IT 産

業に従事する労働者の過労死等の実態につ

いての初報告となった 12)。同報告では、平成

22 年から 26 年度の脳心 51 件、精神 85 件を

抽出し、情報通信業では雇用者 100 万人当た

りの精神障害による労災認定事案数及び精神

障害による労災認定された自殺事案数が高い

比率を占めたこと、この傾向は 29 歳以下で特

に顕著であり、30 歳代や女性の比率も高かっ

たことなどを明らかにしている。また、この点を

さらに詳しく調べるために、情報通信業の典型

的職種として、情報サービス業に従事するシス

テムエンジニア（SE）35 件及びプログラマー3

件を対象に精神障害による労災認定事案の

詳細分析を行っている 12)。これらは菅らによっ

て、より詳細な解析とともに、考察を加えた学

術論文として労働安全衛生研究に報告されて

いる 14)。令和3年には髙橋有記らにより、IT 産

業における精神障害・自殺事案の解析した結

果が報告されている 13)。特に、238 例の詳細解

析により、IT 産業に従事する労働者は長時間

労働が認定事由となっている割合が高く、適

切な労働時間管理が重要であることが強調さ

れていた 15)。 

これらをもとに、ファクトシートに掲載すべき

内容を検討し（表 1-2）、最終的に別添 3 のフ

ァクトシートをドラフトした。 

 

表 1-2 ファクトシートに記載する主な内容 

業種 主な記載内容（案） 

IT 産

業 

情報サービス業（IT 産業の精神障

害事案では、睡眠時間の確保が困

難になるような長時間労働が目立

つ 

○キーとなる FACT 

・情報通信業は、年間総実労働時

間が 1,933 時間（全産業平均 1,724

時間）、 

所定外労働時間が 198 時間（全産

業平均 129 時間）と高水準（厚労

省） 

・労災認定要因として「恒常的な長
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時間労働」や「極度の長時間労働」

が目立つ、長時間労働以外の要

因では、仕事上の大きな変化や女

性に対するセクハラなどがある 

○対策に関する情報 

・管理者向けの注意喚起 

・労働者向け、健康づくりのための

睡眠ガイド 

 

 

3) 業種別の精神障害の過労死等の特徴と防

止対策として重要な点 

過労死等対策の重点業種である、医療、自

動車運転従事者、建設業、外食産業、IT 産業、

教職員について、精神障害認定事案の認定

事由となった心理的負荷の出来事について業

種ごと集計を行った。今後の改定可能性を想

定し、業種・職種でデータをそろえることは集

計がやや複雑となるため、総務省統計で用い

られている業種で集計を行うこととした。それぞ

れ、「医療，福祉業」「運輸業，郵便業」「建設

業」「宿泊業，飲食サービス業」「情報通信業」

「教育，学習支援業」で集計を行う方針とした。 

最終的に表 2-1 に過労死等重点業種にお

ける認定事由としての心理的負荷の件数及び

全体に占める割合（平成 27 年～令和 3 年、7

年間）を示し、これを元に、ファクトシート用の

提示割合を算出した（表 2-2）。これらの割合を

ファクトシートに棒グラフで示した。なお、表 3-

1～表 3-8 には、これらの集計の元となった 6

業種を含む、経年での心理的負荷の件数を表

にした。 

これらをもとに、ファクトシートに掲載すべき

内容を検討し（表 1-3）、最終的に別添 4 のフ

ァクトシートをドラフトした。 

 

表 1-3 ファクトシートに記載する主な内容 

業種 主な記載内容（案） 

6 つの

業 種 ・

職種 

精神障害の労災認定事案では、

業種ごとで仕事のストレス（心理的

負荷の出来事）が異なる 

○キーとなる FACT 

・精神障害の過労死等認定事案

が激増している 

・重点業種・職種を含む 6 つの業

種で集計した結果、業種ごとで過

労死等の認定事由に特徴がある

ことをデータとして提示 

・上位の負荷要因は吹き出しを作

成 

○対策に関する情報 

・基本的労務管理に関する事項の

記載 

・業種ごとで対策の情報が集約さ

れているウェブページの紹介 

 

4) 「自動車運転従事者」及び「建設業」のファ

クトシートの更新 

令和 5 年度に作成した「自動車運転従事者」

及び「建設業」のファクトシートについて、掲載

情報整理を含む内容の見直し、精査を行い、

HP 等での公開に向けて準備を行った。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、令和 6（2024）年 4 月に時間外

労働の上限規制の適用が開始された「医療」

の医師、「医療」の看護師、IT 産業である「情

報通信業」を対象に、対象業種・職種における

事案分析研究等の知見の整理及びファクトシ

ートの作成を行った。また、業種ごとの特徴の

違いがわかるよう、精神障害事案における心

理的負荷の特徴について、業種別に示したフ

ァクトシートを作成した。 

作成された資材の活用が期待される。一方、

作成されたファクトシート案は内容、及び情報

の伝え方などを含め今後も検討を進め、現場

の管理者、医師、看護師、IT 産業で働くシステ

ムエンジニア等の技術職や事務職、人事・労

務管理担当者、産業保健実務者、また行政担

当者や研究者からの意見などを集約し、過労

死等防止に重要なファクトシートとして見直し、

公開し、活用する場面などを検討する必要が

ある。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、令和 6（2024）年 4 月に時間外

労働の上限規制の適用が開始された医師（医

療）と、看護師（医療）及び IT 産業を対象に、

対象業種・職種における事案分析研究等の知

見の整理及び成果の活用について検討した。

また、精神障害の業種別の認定事由の相違の

整理を行った。それを基に医師、看護師、IT

産業、業種比較の 4 種のファクトシートを作成

した。また、昨年度作成した自動車運転従事

者及び建設業のファクトシートについて、内容

の見直し、精査を行い、公開に向けての準備
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を行った。今後、作成された資材の活用及び

よりよい情報資料を作成することを継続する必

要がある。 

 

Ｆ．健康危機情報 

該当せず。 
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表 2-1 過労死等重点業種における認定事由としての心理的負荷の件数及び全体に占める割合

（平成 27 年～令和 3 年、7 年間）※ 

 
※各業種における事案数は心理的負荷要因の合計の件数と一致しない。1 件の事案において、複数の心理的負

荷が評価されている場合があるため。6 業種は、医療、運輸、建設、飲食、情報、教育の 6 業種・職種をさす。 

 

 

表 2-2 過労死等重点業種（ファクトシートの図表作成用オリジナルデータ） 

 

 

全 製造 医療 運輸 建設 飲⾷ 情報 教育 6業種
事案数 5090 627 647 395 307 248 199 93

事故や災害 Ⅰ 1312 208 225 125 112 30 6 8 506
仕事の失敗 Ⅱ 1187 148 130 80 69 38 31 31 379

仕事の量・質 Ⅲ 2332 302 190 203 190 150 119 44 896
役割・地位の変化 Ⅳ 806 105 77 60 43 41 20 15 256

Ⅴ 2177 288 322 152 95 117 57 57 800
セクハラ Ⅵ 397 45 65 19 14 22 17 15 152

合計 8211 1096 1009 639 523 398 250 170 2989

事故や災害 Ⅰ 16.0% 19.0% 22.3% 19.6% 21.4% 7.5% 2.4% 4.7% 16.9%
仕事の失敗 Ⅱ 14.5% 13.5% 12.9% 12.5% 13.2% 9.5% 12.4% 18.2% 12.7%

仕事の量・質 Ⅲ 28.4% 27.6% 18.8% 31.8% 36.3% 37.7% 47.6% 25.9% 30.0%
役割・地位の変化 Ⅳ 9.8% 9.6% 7.6% 9.4% 8.2% 10.3% 8.0% 8.8% 8.6%

Ⅴ 26.5% 26.3% 31.9% 23.8% 18.2% 29.4% 22.8% 33.5% 26.8%
セクハラ Ⅵ 4.8% 4.1% 6.4% 3.0% 2.7% 5.5% 6.8% 8.8% 5.1%

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

対⼈関係(パワハラ含む)

対⼈関係(パワハラ含む)

事故や
災害

仕事の
失敗

仕事の
量・質

役割・
地位の
変化

対⼈関係
(パワハ
ラ含む)

セクハラ

医療・福祉 22.3% 12.9% 18.8% 7.6% 31.9% 6.4%
運輸業、郵便業 19.6% 12.5% 31.8% 9.4% 23.8% 3.0%

建設業 21.4% 13.2% 36.3% 8.2% 18.2% 2.7%
宿泊業、飲⾷サービス業 7.5% 9.5% 37.7% 10.3% 29.4% 5.5%

情報通信業 2.4% 12.4% 47.6% 8.0% 22.8% 6.8%
教育、学習⽀援業 4.7% 18.2% 25.9% 8.8% 33.5% 8.8%
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表 3-1 出来事（平成 27～令和 3 年度） （業務上：精神障害、全業種） 

 
  

年度
H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03
N N N N N N N N

(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%)
対象数 472 498 506 465 509 608 629 5090

[年度別%] [9.3] [9.8] [9.9] [9.1] [10.0] [11.9] [12.4] [100]
具体的出来事

47 65 56 58 50 77 51 557
(10.0) (13.1) (11.1) (12.5) (9.8) (12.7) (8.1) (10.9)

60 73 80 76 71 108 78 755
(12.7) (14.7) (15.8) (16.3) (13.9) (17.8) (12.4) (14.8)

3 3 12 5 2 2 8 47
(0.6) (0.6) (2.4) (1.1) (0.4) (0.3) (1.3) (0.9)

27 24 21 18 24 27 17 214
(5.7) (4.8) (4.2) (3.9) (4.7) (4.4) (2.7) (4.2)

12 14 7 7 16 10 9 111
(2.5) (2.8) (1.4) (1.5) (3.1) (1.6) (1.4) (2.2)

2 2 1 6 3 1 5 32
(0.4) (0.4) (0.2) (1.3) (0.6) (0.2) (0.8) (0.6)

11 11 11 6 10 10 16 85
(2.3) (2.2) (2.2) (1.3) (2.0) (1.6) (2.5) (1.7)

19 18 21 20 22 14 13 172
(4.0) (3.6) (4.2) (4.3) (4.3) (2.3) (2.1) (3.4)

17 10 8 7 11 7 14 105
(3.6) (2.0) (1.6) (1.5) (2.2) (1.2) (2.2) (2.1)

3 12 6 4 12 9 3 66
(0.6) (2.4) (1.2) (0.9) (2.4) (1.5) (0.5) (1.3)

8 7 8 3 11 6 9 69
(1.7) (1.4) (1.6) (0.6) (2.2) (1.0) (1.4) (1.4)

26 23 18 16 21 26 20 225
(5.5) (4.6) (3.6) (3.4) (4.1) (4.3) (3.2) (4.4)

4 4 1 2 3 2 1 18
(0.8) (0.8) (0.2) (0.4) (0.6) (0.3) (0.2) (0.4)

8 8 5 8 5 1 3 43
(1.7) (1.6) (1.0) (1.7) (1.0) (0.2) (0.5) (0.8)
113 126 122 117 109 116 113 1085

(23.9) (25.3) (24.1) (25.2) (21.4) (19.1) (18.0) (21.3)
59 51 59 53 46 44 31 491

(12.5) (10.2) (11.7) (11.4) (9.0) (7.2) (4.9) (9.6)
65 87 89 68 88 85 79 691

(13.8) (17.5) (17.6) (14.6) (17.3) (14.0) (12.6) (13.6)
3 0 7 4 2 8 6 36

(0.6) (0.0) (1.4) (0.9) (0.4) (1.3) (1.0) (0.7)
3 0 5 6 3 5 2 29

(0.6) (0.0) (1.0) (1.3) (0.6) (0.8) (0.3) (0.6)
16 24 12 10 15 12 16 155

(3.4) (4.8) (2.4) (2.2) (2.9) (2.0) (2.5) (3.0)
37 36 28 23 32 27 35 305

(7.8) (7.2) (5.5) (4.9) (6.3) (4.4) (5.6) (6.0)
6 10 6 16 13 9 9 96

(1.3) (2.0) (1.2) (3.4) (2.6) (1.5) (1.4) (1.9)
10 10 10 6 16 8 13 92

(2.1) (2.0) (2.0) (1.3) (3.1) (1.3) (2.1) (1.8)
3 3 2 1 3 7 5 26

(0.6) (0.6) (0.4) (0.2) (0.6) (1.2) (0.8) (0.5)
7 8 14 3 8 8 10 76

(1.5) (1.6) (2.8) (0.6) (1.6) (1.3) (1.6) (1.5)
2 8 9 4 2 4 7 46

(0.4) (1.6) (1.8) (0.9) (0.4) (0.7) (1.1) (0.9)
0 0 0 0 0 0 0 0

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)
2 1 2 0 2 1 1 10

(0.4) (0.2) (0.4) (0.0) (0.4) (0.2) (0.2) (0.2)
80 98 111 87 97 16 - 709

(16.9) (19.7) (21.9) (18.7) (19.1) (2.6) - (13.9)
82 89 70 63 74 73 68 723

(17.4) (17.9) (13.8) (13.5) (14.5) (12.0) (10.8) (14.2)
15 15 12 14 18 15 15 137

(3.2) (3.0) (2.4) (3.0) (3.5) (2.5) (2.4) (2.7)
4 8 6 10 13 12 4 80

(0.8) (1.6) (1.2) (2.2) (2.6) (2.0) (0.6) (1.6)
4 3 10 9 7 12 11 63

(0.8) (0.6) (2.0) (1.9) (1.4) (2.0) (1.7) (1.2)
4 5 3 7 5 4 6 45

(0.8) (1.0) (0.6) (1.5) (1.0) (0.7) (1.0) (0.9)
1 1 0 0 2 1 1 7

(0.2) (0.2) (0.0) (0.0) (0.4) (0.2) (0.2) (0.1)
30 34 36 38 50 49 69 397

(6.4) (6.8) (7.1) (8.2) (9.8) (8.1) (11.0) (7.8)
0 0 0 0 0 116 152 268

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (19.1) (24.2) (21.7)
0 0 0 0 0 71 74 145

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (11.7) (11.8) (11.7)

合計

2. 悲惨な事故や災害の体験、⽬撃をした

1. （重度の）病気やケガをした

4. 会社の経営に影響するなどの重⼤な仕事上のミスをした

3. 業務に関連し、重⼤な⼈⾝事故、重⼤事故を起こした

6. ⾃分の関係する仕事で多額の損失等が⽣じた

5. 会社で起きた事故、事件について、責任を問われた

8. 達成困難なノルマが課された

7. 業務に関連し、違法⾏為を強要された

10. 新規事業の担当になった、会社の建て直しの担当になった

9. ノルマが達成できなかった

12. 顧客や取引先からクレームを受けた

11. 顧客や取引先から無理な注⽂を受けた

14. 上司が不在になることにより、その代⾏を任された

13. ⼤きな説明会や公式の場での発表を強いられた

16. 1か⽉に80時間以上の時間外労働を⾏った

15. 仕事内容・仕事量の（⼤きな）変化を⽣じさせる出来事があった

18. 勤務形態に変化があった

17. 2週間以上にわたって連続勤務を⾏った

20. 退職を強要された

19. 仕事のペース、活動の変化があった

22. 転勤をした

21. 配置転換があった

24. ⾮正規社員であるとの理由等により、仕事上の差別、不利益取扱いを受けた

23. 複数名で担当していた業務を1⼈で担当するようになった

26. 部下が減った

25. ⾃分の昇格・昇進があった

28. ⾮正規社員である⾃分の契約満了が迫った

27. 早期退職制度の対象となった

30. 上司とのトラブルがあった

29. （ひどい）嫌がらせ、いじめ、⼜は暴⾏を受けた

32. 部下とのトラブルがあった

31. 同僚とのトラブルがあった

34. 上司が替わった

33. 理解してくれていた⼈の異動があった

36. セクシュアルハラスメントを受けた

35. 同僚等の昇進・昇格があり、昇進で先を越された

30. 同僚等から、暴⾏⼜は（ひどい）いじめ・嫌がらせを受けた

29. 上司等から、⾝体的攻撃、精神的攻撃等のパワーハラスメントを受けた
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表 3-2 出来事（平成 27～令和 3 年度） （業務上：精神障害、製造業） 

 

 

H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03
N N N N N N N N

(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%)
対象数 71 91 87 82 90 100 106 627

[年度別%] [11.3] [14.5] [13.9] [13.1] [14.4] [15.9] [16.9] [100]
具体的出来事

6 22 19 11 21 20 13 112
(8.5) (24.2) (21.8) (13.4) (23.3) (20.0) (12.3) (17.9)

4 15 11 15 22 15 14 96
(5.6) (16.5) (12.6) (18.3) (24.4) (15.0) (13.2) (15.3)

0 0 1 1 0 0 0 2
(0.0) (0.0) (1.1) (1.2) (0.0) (0.0) (0.0) (0.3)

3 4 3 3 3 8 3 27
(4.2) (4.4) (3.4) (3.7) (3.3) (8.0) (2.8) (4.3)

2 2 2 1 1 4 1 13
(2.8) (2.2) (2.3) (1.2) (1.1) (4.0) (0.9) (2.1)

0 2 1 2 2 0 2 9
(0.0) (2.2) (1.1) (2.4) (2.2) (0.0) (1.9) (1.4)

0 0 2 0 1 2 5 10
(0.0) (0.0) (2.3) (0.0) (1.1) (2.0) (4.7) (1.6)

2 4 5 6 4 3 3 27
(2.8) (4.4) (5.7) (7.3) (4.4) (3.0) (2.8) (4.3)

1 0 1 1 4 2 3 12
(1.4) (0.0) (1.1) (1.2) (4.4) (2.0) (2.8) (1.9)

1 1 3 2 2 3 0 12
(1.4) (1.1) (3.4) (2.4) (2.2) (3.0) (0.0) (1.9)

3 1 1 1 2 1 3 12
(4.2) (1.1) (1.1) (1.2) (2.2) (1.0) (2.8) (1.9)

3 3 0 1 2 3 3 15
(4.2) (3.3) (0.0) (1.2) (2.2) (3.0) (2.8) (2.4)

1 1 0 2 1 0 0 5
(1.4) (1.1) (0.0) (2.4) (1.1) (0.0) (0.0) (0.8)

0 1 0 2 0 0 1 4
(0.0) (1.1) (0.0) (2.4) (0.0) (0.0) (0.9) (0.6)

22 22 21 29 14 28 20 156
(31.0) (24.2) (24.1) (35.4) (15.6) (28.0) (18.9) (24.9)

17 9 3 5 7 8 7 56
(23.9) (9.9) (3.4) (6.1) (7.8) (8.0) (6.6) (8.9)

8 11 10 10 11 15 14 79
(11.3) (12.1) (11.5) (12.2) (12.2) (15.0) (13.2) (12.6)

0 0 1 1 0 2 1 5
(0.0) (0.0) (1.1) (1.2) (0.0) (2.0) (0.9) (0.8)

1 0 0 2 0 3 0 6
(1.4) (0.0) (0.0) (2.4) (0.0) (3.0) (0.0) (1.0)

4 4 3 0 0 2 3 16
(5.6) (4.4) (3.4) (0.0) (0.0) (2.0) (2.8) (2.6)

7 6 4 4 3 7 7 38
(9.9) (6.6) (4.6) (4.9) (3.3) (7.0) (6.6) (6.1)

3 1 2 5 2 2 1 16
(4.2) (1.1) (2.3) (6.1) (2.2) (2.0) (0.9) (2.6)

1 1 2 1 6 2 1 14
(1.4) (1.1) (2.3) (1.2) (6.7) (2.0) (0.9) (2.2)

0 1 0 0 0 1 1 3
(0.0) (1.1) (0.0) (0.0) (0.0) (1.0) (0.9) (0.5)

2 0 1 2 1 3 1 10
(2.8) (0.0) (1.1) (2.4) (1.1) (3.0) (0.9) (1.6)

2 1 0 1 1 1 2 8
(2.8) (1.1) (0.0) (1.2) (1.1) (1.0) (1.9) (1.3)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

11 15 18 14 17 3 0 78
(15.5) (16.5) (20.7) (17.1) (18.9) (3.0) (0.0) (12.4)

15 12 10 16 13 16 17 99
(21.1) (13.2) (11.5) (19.5) (14.4) (16.0) (16.0) (15.8)

1 2 2 2 0 3 4 14
(1.4) (2.2) (2.3) (2.4) (0.0) (3.0) (3.8) (2.2)

2 0 2 1 3 4 0 12
(2.8) (0.0) (2.3) (1.2) (3.3) (4.0) (0.0) (1.9)

0 0 2 4 2 2 3 13
(0.0) (0.0) (2.3) (4.9) (2.2) (2.0) (2.8) (2.1)

1 1 1 2 0 2 3 10
(1.4) (1.1) (1.1) (2.4) (0.0) (2.0) (2.8) (1.6)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

3 8 8 7 4 8 7 45
(4.2) (8.8) (9.2) (8.5) (4.4) (8.0) (6.6) (7.2)

0 0 0 0 0 22 30 52
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (22.0) (28.3) (25.2)

0 0 0 0 0 1 9 10
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (1.0) (8.5) (4.9)

合計

2. 悲惨な事故や災害の体験、⽬撃をした

1. （重度の）病気やケガをした

4. 会社の経営に影響するなどの重⼤な仕事上のミスをした

3. 業務に関連し、重⼤な⼈⾝事故、重⼤事故を起こした

6. ⾃分の関係する仕事で多額の損失等が⽣じた

5. 会社で起きた事故、事件について、責任を問われた

8. 達成困難なノルマが課された

7. 業務に関連し、違法⾏為を強要された

10. 新規事業の担当になった、会社の建て直しの担当になった

9. ノルマが達成できなかった

12. 顧客や取引先からクレームを受けた

11. 顧客や取引先から無理な注⽂を受けた

14. 上司が不在になることにより、その代⾏を任された

13. ⼤きな説明会や公式の場での発表を強いられた

16. 1か⽉に80時間以上の時間外労働を⾏った

15. 仕事内容・仕事量の（⼤きな）変化を⽣じさせる出来事があった

18. 勤務形態に変化があった

17. 2週間以上にわたって連続勤務を⾏った

20. 退職を強要された

19. 仕事のペース、活動の変化があった

22. 転勤をした

21. 配置転換があった

24. ⾮正規社員であるとの理由等により、仕事上の差別、不利益取扱いを受けた

23. 複数名で担当していた業務を1⼈で担当するようになった

26. 部下が減った

25. ⾃分の昇格・昇進があった

28. ⾮正規社員である⾃分の契約満了が迫った

27. 早期退職制度の対象となった

30. 上司とのトラブルがあった

29. （ひどい）嫌がらせ、いじめ、⼜は暴⾏を受けた

32. 部下とのトラブルがあった

31. 同僚とのトラブルがあった

34. 上司が替わった

33. 理解してくれていた⼈の異動があった

36. セクシュアルハラスメントを受けた

35. 同僚等の昇進・昇格があり、昇進で先を越された

30. 同僚等から、暴⾏⼜は（ひどい）いじめ・嫌がらせを受けた

29. 上司等から、⾝体的攻撃、精神的攻撃等のパワーハラスメントを受けた
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表 3-3 出来事（平成 27～令和 3 年度） （業務上：精神障害、医療，福祉業） 

 

 

H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03
N N N N N N N N

(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%)
象数 47 80 82 70 78 148 142 647
[年度別%] [7.3] [12.4] [12.7] [10.8] [12.1] [22.9] [21.9] [100]

具体的出来事
6 7 7 11 9 10 10 60

(12.8) (8.8) (8.5) (15.7) (11.5) (6.8) (7.0) (9.3)
15 26 25 22 21 37 19 165

(31.9) (32.5) (30.5) (31.4) (26.9) (25.0) (13.4) (25.5)
0 0 4 2 1 0 2 9

(0.0) (0.0) (4.9) (2.9) (1.3) (0.0) (1.4) (1.4)
1 2 2 2 4 4 3 18

(2.1) (2.5) (2.4) (2.9) (5.1) (2.7) (2.1) (2.8)
2 5 1 1 6 2 1 18

(4.3) (6.3) (1.2) (1.4) (7.7) (1.4) (0.7) (2.8)
0 0 0 0 0 0 0 0

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)
2 3 3 2 2 3 3 18

(4.3) (3.8) (3.7) (2.9) (2.6) (2.0) (2.1) (2.8)
0 1 3 2 3 2 2 13

(0.0) (1.3) (3.7) (2.9) (3.8) (1.4) (1.4) (2.0)
0 0 0 1 0 0 0 1

(0.0) (0.0) (0.0) (1.4) (0.0) (0.0) (0.0) (0.2)
0 2 0 0 2 2 0 6

(0.0) (2.5) (0.0) (0.0) (2.6) (1.4) (0.0) (0.9)
0 1 0 1 1 1 0 4

(0.0) (1.3) (0.0) (1.4) (1.3) (0.7) (0.0) (0.6)
2 4 4 2 4 11 6 33

(4.3) (5.0) (4.9) (2.9) (5.1) (7.4) (4.2) (5.1)
1 0 1 0 0 1 1 4

(2.1) (0.0) (1.2) (0.0) (0.0) (0.7) (0.7) (0.6)
0 2 1 2 1 0 0 6

(0.0) (2.5) (1.2) (2.9) (1.3) (0.0) (0.0) (0.9)
8 9 13 14 12 23 17 96

(17.0) (11.3) (15.9) (20.0) (15.4) (15.5) (12.0) (14.8)
2 3 5 8 3 2 2 25

(4.3) (3.8) (6.1) (11.4) (3.8) (1.4) (1.4) (3.9)
5 7 11 7 8 6 9 53

(10.6) (8.8) (13.4) (10.0) (10.3) (4.1) (6.3) (8.2)
0 0 2 2 0 2 1 7

(0.0) (0.0) (2.4) (2.9) (0.0) (1.4) (0.7) (1.1)
0 0 4 2 1 1 1 9

(0.0) (0.0) (4.9) (2.9) (1.3) (0.7) (0.7) (1.4)
2 4 1 1 2 1 3 14

(4.3) (5.0) (1.2) (1.4) (2.6) (0.7) (2.1) (2.2)
2 2 4 2 3 7 8 28

(4.3) (2.5) (4.9) (2.9) (3.8) (4.7) (5.6) (4.3)
1 1 0 1 0 0 0 3

(2.1) (1.3) (0.0) (1.4) (0.0) (0.0) (0.0) (0.5)
0 1 3 2 2 2 2 12

(0.0) (1.3) (3.7) (2.9) (2.6) (1.4) (1.4) (1.9)
0 0 1 0 1 0 0 2

(0.0) (0.0) (1.2) (0.0) (1.3) (0.0) (0.0) (0.3)
0 1 5 0 1 2 2 11

(0.0) (1.3) (6.1) (0.0) (1.3) (1.4) (1.4) (1.7)
0 1 2 0 0 1 1 5

(0.0) (1.3) (2.4) (0.0) (0.0) (0.7) (0.7) (0.8)
0 0 0 0 0 0 0 0

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)
0 1 0 0 1 0 0 2

(0.0) (1.3) (0.0) (0.0) (1.3) (0.0) (0.0) (0.3)
5 16 19 15 13 4 0 72

(10.6) (20.0) (23.2) (21.4) (16.7) (2.7) (0.0) (11.1)
4 13 14 3 6 16 13 69

(8.5) (16.3) (17.1) (4.3) (7.7) (10.8) (9.2) (10.7)
1 2 1 1 3 3 5 16

(2.1) (2.5) (1.2) (1.4) (3.8) (2.0) (3.5) (2.5)
0 2 0 1 2 4 1 10

(0.0) (2.5) (0.0) (1.4) (2.6) (2.7) (0.7) (1.5)
0 0 4 2 1 8 3 18

(0.0) (0.0) (4.9) (2.9) (1.3) (5.4) (2.1) (2.8)
1 0 2 2 0 0 0 5

(2.1) (0.0) (2.4) (2.9) (0.0) (0.0) (0.0) (0.8)
0 0 0 0 1 1 0 2

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (1.3) (0.7) (0.0) (0.3)
3 2 8 8 12 18 14 65

(6.4) (2.5) (9.8) (11.4) (15.4) (12.2) (9.9) (10.0)
0 0 0 0 0 25 29 54

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (16.9) (20.4) (18.6)
0 0 0 0 0 35 41 76

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (23.6) (28.9) (26.2)

合計

2. 悲惨な事故や災害の体験、⽬撃をした

1. （重度の）病気やケガをした

4. 会社の経営に影響するなどの重⼤な仕事上のミスをした

3. 業務に関連し、重⼤な⼈⾝事故、重⼤事故を起こした

6. ⾃分の関係する仕事で多額の損失等が⽣じた

5. 会社で起きた事故、事件について、責任を問われた

8. 達成困難なノルマが課された

7. 業務に関連し、違法⾏為を強要された

10. 新規事業の担当になった、会社の建て直しの担当になった

9. ノルマが達成できなかった

12. 顧客や取引先からクレームを受けた

11. 顧客や取引先から無理な注⽂を受けた

14. 上司が不在になることにより、その代⾏を任された

13. ⼤きな説明会や公式の場での発表を強いられた

16. 1か⽉に80時間以上の時間外労働を⾏った

15. 仕事内容・仕事量の（⼤きな）変化を⽣じさせる出来事があった

18. 勤務形態に変化があった

17. 2週間以上にわたって連続勤務を⾏った

20. 退職を強要された

19. 仕事のペース、活動の変化があった

22. 転勤をした

21. 配置転換があった

24. ⾮正規社員であるとの理由等により、仕事上の差別、不利益取扱いを受けた

23. 複数名で担当していた業務を1⼈で担当するようになった

26. 部下が減った

25. ⾃分の昇格・昇進があった

28. ⾮正規社員である⾃分の契約満了が迫った

27. 早期退職制度の対象となった

30. 上司とのトラブルがあった

29. （ひどい）嫌がらせ、いじめ、⼜は暴⾏を受けた

32. 部下とのトラブルがあった

31. 同僚とのトラブルがあった

34. 上司が替わった

33. 理解してくれていた⼈の異動があった

36. セクシュアルハラスメントを受けた

35. 同僚等の昇進・昇格があり、昇進で先を越された

30. 同僚等から、暴⾏⼜は（ひどい）いじめ・嫌がらせを受けた

29. 上司等から、⾝体的攻撃、精神的攻撃等のパワーハラスメントを受けた
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表 3-4 出来事（平成 27～令和 3 年度） （業務上：精神障害、運輸業，郵便業） 

 

 

H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03
N N N N N N N N

(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%)
対象数 57 45 62 51 50 63 67 395

[年度別%] [14.4] [11.4] [15.7] [12.9] [12.7] [15.9] [17.0] [100]
具体的出来事

8 6 9 8 6 11 7 55
(14.0) (13.3) (14.5) (15.7) (12.0) (17.5) (10.4) (13.9)

14 9 12 6 6 13 10 70
(24.6) (20.0) (19.4) (11.8) (12.0) (20.6) (14.9) (17.7)

1 1 3 1 1 1 4 12
(1.8) (2.2) (4.8) (2.0) (2.0) (1.6) (6.0) (3.0)

1 1 1 2 6 4 1 16
(1.8) (2.2) (1.6) (3.9) (12.0) (6.3) (1.5) (4.1)

1 1 2 1 2 1 2 10
(1.8) (2.2) (3.2) (2.0) (4.0) (1.6) (3.0) (2.5)

0 0 0 1 0 0 1 2
(0.0) (0.0) (0.0) (2.0) (0.0) (0.0) (1.5) (0.5)

2 3 1 2 0 0 3 11
(3.5) (6.7) (1.6) (3.9) (0.0) (0.0) (4.5) (2.8)

3 1 0 0 0 1 1 6
(5.3) (2.2) (0.0) (0.0) (0.0) (1.6) (1.5) (1.5)

1 1 0 0 0 1 1 4
(1.8) (2.2) (0.0) (0.0) (0.0) (1.6) (1.5) (1.0)

0 0 0 0 0 1 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (1.6) (0.0) (0.3)

0 1 1 0 0 0 1 3
(0.0) (2.2) (1.6) (0.0) (0.0) (0.0) (1.5) (0.8)

2 2 2 0 1 2 2 11
(3.5) (4.4) (3.2) (0.0) (2.0) (3.2) (3.0) (2.8)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

3 0 0 0 0 1 0 4
(5.3) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (1.6) (0.0) (1.0)

9 4 12 7 11 10 9 62
(15.8) (8.9) (19.4) (13.7) (22.0) (15.9) (13.4) (15.7)

10 5 17 12 8 11 8 71
(17.5) (11.1) (27.4) (23.5) (16.0) (17.5) (11.9) (18.0)

9 10 15 11 4 4 8 61
(15.8) (22.2) (24.2) (21.6) (8.0) (6.3) (11.9) (15.4)

2 0 3 0 0 2 2 9
(3.5) (0.0) (4.8) (0.0) (0.0) (3.2) (3.0) (2.3)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

3 1 1 3 1 2 2 13
(5.3) (2.2) (1.6) (5.9) (2.0) (3.2) (3.0) (3.3)

3 2 2 5 1 5 4 22
(5.3) (4.4) (3.2) (9.8) (2.0) (7.9) (6.0) (5.6)

1 0 1 1 2 0 0 5
(1.8) (0.0) (1.6) (2.0) (4.0) (0.0) (0.0) (1.3)

3 0 0 0 2 0 2 7
(5.3) (0.0) (0.0) (0.0) (4.0) (0.0) (3.0) (1.8)

1 1 0 0 0 0 0 2
(1.8) (2.2) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.5)

2 0 2 0 2 1 3 10
(3.5) (0.0) (3.2) (0.0) (4.0) (1.6) (4.5) (2.5)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 1 0 0 0 0 1
(0.0) (0.0) (1.6) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.3)

9 10 7 6 11 1 0 44
(15.8) (22.2) (11.3) (11.8) (22.0) (1.6) (0.0) (11.1)

11 7 8 6 6 5 6 49
(19.3) (15.6) (12.9) (11.8) (12.0) (7.9) (9.0) (12.4)

1 0 4 3 3 3 1 15
(1.8) (0.0) (6.5) (5.9) (6.0) (4.8) (1.5) (3.8)

0 0 1 0 0 1 0 2
(0.0) (0.0) (1.6) (0.0) (0.0) (1.6) (0.0) (0.5)

1 1 0 1 0 0 0 3
(1.8) (2.2) (0.0) (2.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.8)

1 0 0 1 1 0 0 3
(1.8) (0.0) (0.0) (2.0) (2.0) (0.0) (0.0) (0.8)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

4 2 2 2 2 3 4 19
(7.0) (4.4) (3.2) (3.9) (4.0) (4.8) (6.0) (4.8)

0 0 0 0 0 6 15 21
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (9.5) (22.4) (16.2)

0 0 0 0 0 7 8 15
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (11.1) (11.9) (11.5)

合計

2. 悲惨な事故や災害の体験、⽬撃をした

1. （重度の）病気やケガをした

4. 会社の経営に影響するなどの重⼤な仕事上のミスをした

3. 業務に関連し、重⼤な⼈⾝事故、重⼤事故を起こした

6. ⾃分の関係する仕事で多額の損失等が⽣じた

5. 会社で起きた事故、事件について、責任を問われた

8. 達成困難なノルマが課された

7. 業務に関連し、違法⾏為を強要された

10. 新規事業の担当になった、会社の建て直しの担当になった

9. ノルマが達成できなかった

12. 顧客や取引先からクレームを受けた

11. 顧客や取引先から無理な注⽂を受けた

14. 上司が不在になることにより、その代⾏を任された

13. ⼤きな説明会や公式の場での発表を強いられた

16. 1か⽉に80時間以上の時間外労働を⾏った

15. 仕事内容・仕事量の（⼤きな）変化を⽣じさせる出来事があった

18. 勤務形態に変化があった

17. 2週間以上にわたって連続勤務を⾏った

20. 退職を強要された

19. 仕事のペース、活動の変化があった

22. 転勤をした

21. 配置転換があった

24. ⾮正規社員であるとの理由等により、仕事上の差別、不利益取扱いを受けた

23. 複数名で担当していた業務を1⼈で担当するようになった

26. 部下が減った

25. ⾃分の昇格・昇進があった

28. ⾮正規社員である⾃分の契約満了が迫った

27. 早期退職制度の対象となった

30. 上司とのトラブルがあった

29. （ひどい）嫌がらせ、いじめ、⼜は暴⾏を受けた

32. 部下とのトラブルがあった

31. 同僚とのトラブルがあった

34. 上司が替わった

33. 理解してくれていた⼈の異動があった

36. セクシュアルハラスメントを受けた

35. 同僚等の昇進・昇格があり、昇進で先を越された

30. 同僚等から、暴⾏⼜は（ひどい）いじめ・嫌がらせを受けた

29. 上司等から、⾝体的攻撃、精神的攻撃等のパワーハラスメントを受けた
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表 3-5 出来事（平成 27～令和 3 年度） （業務上：精神障害、建設業） 

 

 

H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03
N N N N N N N N

(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%)
対象数 36 54 51 45 41 43 37 307

[年度別%] [11.7] [17.6] [16.6] [14.7] [13.4] [14.0] [12.1] [100]
具体的出来事

11 14 7 11 3 13 7 66
(30.6) (25.9) (13.7) (24.4) (7.3) (30.2) (18.9) (21.5)

5 8 5 11 3 10 4 46
(13.9) (14.8) (9.8) (24.4) (7.3) (23.3) (10.8) (15.0)

1 0 2 1 0 1 1 6
(2.8) (0.0) (3.9) (2.2) (0.0) (2.3) (2.7) (2.0)

4 2 2 2 1 3 0 14
(11.1) (3.7) (3.9) (4.4) (2.4) (7.0) (0.0) (4.6)

1 0 0 0 0 0 2 3
(2.8) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (5.4) (1.0)

0 0 0 0 0 1 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.3) (0.0) (0.3)

0 0 1 0 2 1 0 4
(0.0) (0.0) (2.0) (0.0) (4.9) (2.3) (0.0) (1.3)

1 1 1 2 2 3 1 11
(2.8) (1.9) (2.0) (4.4) (4.9) (7.0) (2.7) (3.6)

1 0 0 0 1 1 0 3
(2.8) (0.0) (0.0) (0.0) (2.4) (2.3) (0.0) (1.0)

0 0 0 0 3 1 0 4
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (7.3) (2.3) (0.0) (1.3)

1 0 0 1 5 2 0 9
(2.8) (0.0) (0.0) (2.2) (12.2) (4.7) (0.0) (2.9)

1 3 1 0 3 1 1 10
(2.8) (5.6) (2.0) (0.0) (7.3) (2.3) (2.7) (3.3)

0 0 0 0 2 0 0 2
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (4.9) (0.0) (0.0) (0.7)

0 0 0 1 1 0 0 2
(0.0) (0.0) (0.0) (2.2) (2.4) (0.0) (0.0) (0.7)

5 8 10 11 12 6 11 63
(13.9) (14.8) (19.6) (24.4) (29.3) (14.0) (29.7) (20.5)

2 8 8 6 7 1 2 34
(5.6) (14.8) (15.7) (13.3) (17.1) (2.3) (5.4) (11.1)

6 19 17 5 19 11 14 91
(16.7) (35.2) (33.3) (11.1) (46.3) (25.6) (37.8) (29.6)

0 0 0 0 1 0 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.4) (0.0) (0.0) (0.3)

0 0 0 0 1 0 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.4) (0.0) (0.0) (0.3)

2 1 4 0 2 1 0 10
(5.6) (1.9) (7.8) (0.0) (4.9) (2.3) (0.0) (3.3)

1 1 5 1 3 1 2 14
(2.8) (1.9) (9.8) (2.2) (7.3) (2.3) (5.4) (4.6)

0 0 0 0 3 0 1 4
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (7.3) (0.0) (2.7) (1.3)

2 2 1 0 3 0 1 9
(5.6) (3.7) (2.0) (0.0) (7.3) (0.0) (2.7) (2.9)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 2 0 0 0 0 0 2
(0.0) (3.7) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.7)

0 2 1 0 0 0 0 3
(0.0) (3.7) (2.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (1.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

1 0 0 0 0 0 0 1
(2.8) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.3)

4 5 12 8 6 2 0 37
(11.1) (9.3) (23.5) (17.8) (14.6) (4.7) (0.0) (12.1)

4 8 5 4 6 1 4 32
(11.1) (14.8) (9.8) (8.9) (14.6) (2.3) (10.8) (10.4)

3 0 1 2 1 1 1 9
(8.3) (0.0) (2.0) (4.4) (2.4) (2.3) (2.7) (2.9)

0 0 1 1 0 0 0 2
(0.0) (0.0) (2.0) (2.2) (0.0) (0.0) (0.0) (0.7)

0 0 0 0 1 0 2 3
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.4) (0.0) (5.4) (1.0)

0 0 0 0 1 0 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.4) (0.0) (0.0) (0.3)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 1 1 1 5 2 4 14
(0.0) (1.9) (2.0) (2.2) (12.2) (4.7) (10.8) (4.6)

0 0 0 0 0 4 5 9
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (9.3) (13.5) (11.3)

0 0 0 0 0 1 1 2
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.3) (2.7) (2.5)

合計

2. 悲惨な事故や災害の体験、⽬撃をした

1. （重度の）病気やケガをした

4. 会社の経営に影響するなどの重⼤な仕事上のミスをした

3. 業務に関連し、重⼤な⼈⾝事故、重⼤事故を起こした

6. ⾃分の関係する仕事で多額の損失等が⽣じた

5. 会社で起きた事故、事件について、責任を問われた

8. 達成困難なノルマが課された

7. 業務に関連し、違法⾏為を強要された

10. 新規事業の担当になった、会社の建て直しの担当になった

9. ノルマが達成できなかった

12. 顧客や取引先からクレームを受けた

11. 顧客や取引先から無理な注⽂を受けた

14. 上司が不在になることにより、その代⾏を任された

13. ⼤きな説明会や公式の場での発表を強いられた

16. 1か⽉に80時間以上の時間外労働を⾏った

15. 仕事内容・仕事量の（⼤きな）変化を⽣じさせる出来事があった

18. 勤務形態に変化があった

17. 2週間以上にわたって連続勤務を⾏った

20. 退職を強要された

19. 仕事のペース、活動の変化があった

22. 転勤をした

21. 配置転換があった

24. ⾮正規社員であるとの理由等により、仕事上の差別、不利益取扱いを受けた

23. 複数名で担当していた業務を1⼈で担当するようになった

26. 部下が減った

25. ⾃分の昇格・昇進があった

28. ⾮正規社員である⾃分の契約満了が迫った

27. 早期退職制度の対象となった

30. 上司とのトラブルがあった

29. （ひどい）嫌がらせ、いじめ、⼜は暴⾏を受けた

32. 部下とのトラブルがあった

31. 同僚とのトラブルがあった

34. 上司が替わった

33. 理解してくれていた⼈の異動があった

36. セクシュアルハラスメントを受けた

35. 同僚等の昇進・昇格があり、昇進で先を越された

30. 同僚等から、暴⾏⼜は（ひどい）いじめ・嫌がらせを受けた

29. 上司等から、⾝体的攻撃、精神的攻撃等のパワーハラスメントを受けた
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表 3-6 出来事（平成 27～令和 3 年度） （業務上：精神障害、宿泊業，飲食サービス業） 

 

 

H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03
N N N N N N N N

(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%)
対象数 29 33 33 27 48 39 39 248

[年度別%] [11.7] [13.3] [13.3] [10.9] [19.4] [15.7] [15.7] [100]
具体的出来事

1 4 0 1 1 2 3 12
(3.4) (12.1) (0.0) (3.7) (2.1) (5.1) (7.7) (4.8)

2 3 0 0 4 4 5 18
(6.9) (9.1) (0.0) (0.0) (8.3) (10.3) (12.8) (7.3)

1 1 0 0 0 0 0 2
(3.4) (3.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.8)

1 1 1 1 0 1 1 6
(3.4) (3.0) (3.0) (3.7) (0.0) (2.6) (2.6) (2.4)

0 0 1 1 0 0 1 3
(0.0) (0.0) (3.0) (3.7) (0.0) (0.0) (2.6) (1.2)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 1 1 0 0 2
(0.0) (0.0) (0.0) (3.7) (2.1) (0.0) (0.0) (0.8)

2 1 0 2 1 0 1 7
(6.9) (3.0) (0.0) (7.4) (2.1) (0.0) (2.6) (2.8)

0 1 1 0 0 1 0 3
(0.0) (3.0) (3.0) (0.0) (0.0) (2.6) (0.0) (1.2)

1 0 0 0 0 0 0 1
(3.4) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.4)

0 2 1 2 2 1 0 8
(0.0) (6.1) (3.0) (7.4) (4.2) (2.6) (0.0) (3.2)

0 2 0 0 0 0 0 2
(0.0) (6.1) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.8)

0 0 2 2 0 0 0 4
(0.0) (0.0) (6.1) (7.4) (0.0) (0.0) (0.0) (1.6)

7 14 5 7 8 7 6 54
(24.1) (42.4) (15.2) (25.9) (16.7) (17.9) (15.4) (21.8)

7 7 7 4 8 8 3 44
(24.1) (21.2) (21.2) (14.8) (16.7) (20.5) (7.7) (17.7)

3 10 5 6 10 8 7 49
(10.3) (30.3) (15.2) (22.2) (20.8) (20.5) (17.9) (19.8)

0 0 0 1 0 0 1 2
(0.0) (0.0) (0.0) (3.7) (0.0) (0.0) (2.6) (0.8)

0 0 0 1 0 0 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (3.7) (0.0) (0.0) (0.0) (0.4)

0 1 0 0 0 0 0 1
(0.0) (3.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.4)

3 3 1 1 3 3 3 17
(10.3) (9.1) (3.0) (3.7) (6.3) (7.7) (7.7) (6.9)

0 0 0 2 2 1 1 6
(0.0) (0.0) (0.0) (7.4) (4.2) (2.6) (2.6) (2.4)

1 1 1 0 1 1 2 7
(3.4) (3.0) (3.0) (0.0) (2.1) (2.6) (5.1) (2.8)

0 0 0 0 1 0 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.1) (0.0) (0.0) (0.4)

1 0 2 0 1 0 0 4
(3.4) (0.0) (6.1) (0.0) (2.1) (0.0) (0.0) (1.6)

0 1 2 0 0 2 0 5
(0.0) (3.0) (6.1) (0.0) (0.0) (5.1) (0.0) (2.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

5 10 10 5 10 3 0 43
(17.2) (30.3) (30.3) (18.5) (20.8) (7.7) (0.0) (17.3)

6 4 2 5 7 6 3 33
(20.7) (12.1) (6.1) (18.5) (14.6) (15.4) (7.7) (13.3)

1 1 1 0 3 1 0 7
(3.4) (3.0) (3.0) (0.0) (6.3) (2.6) (0.0) (2.8)

0 1 0 1 2 2 0 6
(0.0) (3.0) (0.0) (3.7) (4.2) (5.1) (0.0) (2.4)

1 1 1 0 1 0 0 4
(3.4) (3.0) (3.0) (0.0) (2.1) (0.0) (0.0) (1.6)

0 1 0 0 1 0 0 2
(0.0) (3.0) (0.0) (0.0) (2.1) (0.0) (0.0) (0.8)

0 0 0 0 0 0 1 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.6) (0.4)

3 2 3 2 6 3 3 22
(10.3) (6.1) (9.1) (7.4) (12.5) (7.7) (7.7) (8.9)

0 0 0 0 0 8 8 16
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (20.5) (20.5) (20.5)

0 0 0 0 0 3 2 5
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (7.7) (5.1) (6.4)

合計

2. 悲惨な事故や災害の体験、⽬撃をした

1. （重度の）病気やケガをした

4. 会社の経営に影響するなどの重⼤な仕事上のミスをした

3. 業務に関連し、重⼤な⼈⾝事故、重⼤事故を起こした

6. ⾃分の関係する仕事で多額の損失等が⽣じた

5. 会社で起きた事故、事件について、責任を問われた

8. 達成困難なノルマが課された

7. 業務に関連し、違法⾏為を強要された

10. 新規事業の担当になった、会社の建て直しの担当になった

9. ノルマが達成できなかった

12. 顧客や取引先からクレームを受けた

11. 顧客や取引先から無理な注⽂を受けた

14. 上司が不在になることにより、その代⾏を任された

13. ⼤きな説明会や公式の場での発表を強いられた

16. 1か⽉に80時間以上の時間外労働を⾏った

15. 仕事内容・仕事量の（⼤きな）変化を⽣じさせる出来事があった

18. 勤務形態に変化があった

17. 2週間以上にわたって連続勤務を⾏った

20. 退職を強要された

19. 仕事のペース、活動の変化があった

22. 転勤をした

21. 配置転換があった

24. ⾮正規社員であるとの理由等により、仕事上の差別、不利益取扱いを受けた

23. 複数名で担当していた業務を1⼈で担当するようになった

26. 部下が減った

25. ⾃分の昇格・昇進があった

28. ⾮正規社員である⾃分の契約満了が迫った

27. 早期退職制度の対象となった

30. 上司とのトラブルがあった

29. （ひどい）嫌がらせ、いじめ、⼜は暴⾏を受けた

32. 部下とのトラブルがあった

31. 同僚とのトラブルがあった

34. 上司が替わった

33. 理解してくれていた⼈の異動があった

36. セクシュアルハラスメントを受けた

35. 同僚等の昇進・昇格があり、昇進で先を越された

30. 同僚等から、暴⾏⼜は（ひどい）いじめ・嫌がらせを受けた

29. 上司等から、⾝体的攻撃、精神的攻撃等のパワーハラスメントを受けた
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表 3-7 出来事（平成 27～令和 3 年度） （業務上：精神障害、情報通信業） 

 

 

H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03
N N N N N N N N

(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%)
対象数 30 27 34 23 31 27 27 199

[年度別%] [15.1] [13.6] [17.1] [11.6] [15.6] [13.6] [13.6] [100]
具体的出来事

0 0 0 0 0 1 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (3.7) (0.0) (0.5)

0 0 0 0 0 4 1 5
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (14.8) (3.7) (2.5)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 2 1 1 0 0 1 5
(0.0) (7.4) (2.9) (4.3) (0.0) (0.0) (3.7) (2.5)

1 0 0 0 0 0 0 1
(3.3) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.5)

0 0 0 0 0 0 1 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (3.7) (0.5)

0 0 0 0 1 0 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (3.2) (0.0) (0.0) (0.5)

0 1 2 1 1 0 0 5
(0.0) (3.7) (5.9) (4.3) (3.2) (0.0) (0.0) (2.5)

1 1 1 0 2 0 1 6
(3.3) (3.7) (2.9) (0.0) (6.5) (0.0) (3.7) (3.0)

1 0 0 0 1 0 1 3
(3.3) (0.0) (0.0) (0.0) (3.2) (0.0) (3.7) (1.5)

1 1 1 0 0 0 1 4
(3.3) (3.7) (2.9) (0.0) (0.0) (0.0) (3.7) (2.0)

0 0 3 0 1 1 0 5
(0.0) (0.0) (8.8) (0.0) (3.2) (3.7) (0.0) (2.5)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

11 11 18 8 10 7 9 74
(36.7) (40.7) (52.9) (34.8) (32.3) (25.9) (33.3) (37.2)

1 2 1 2 2 1 1 10
(3.3) (7.4) (2.9) (8.7) (6.5) (3.7) (3.7) (5.0)

5 3 8 6 2 6 5 35
(16.7) (11.1) (23.5) (26.1) (6.5) (22.2) (18.5) (17.6)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 1 0 0 0 0 1 2
(0.0) (3.7) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (3.7) (1.0)

1 2 1 0 2 0 2 8
(3.3) (7.4) (2.9) (0.0) (6.5) (0.0) (7.4) (4.0)

0 1 0 1 0 0 0 2
(0.0) (3.7) (0.0) (4.3) (0.0) (0.0) (0.0) (1.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

1 0 0 0 0 0 0 1
(3.3) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.5)

1 1 2 0 0 1 0 5
(3.3) (3.7) (5.9) (0.0) (0.0) (3.7) (0.0) (2.5)

0 0 1 0 0 0 0 1
(0.0) (0.0) (2.9) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.5)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 1 0 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (3.2) (0.0) (0.0) (0.5)

3 4 5 4 4 0 0 20
(10.0) (14.8) (14.7) (17.4) (12.9) (0.0) (0.0) (10.1)

3 5 3 2 4 0 1 18
(10.0) (18.5) (8.8) (8.7) (12.9) (0.0) (3.7) (9.0)

0 1 0 0 1 1 0 3
(0.0) (3.7) (0.0) (0.0) (3.2) (3.7) (0.0) (1.5)

0 0 1 0 2 0 0 3
(0.0) (0.0) (2.9) (0.0) (6.5) (0.0) (0.0) (1.5)

0 0 0 0 0 0 1 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (3.7) (0.5)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

2 2 1 5 3 0 4 17
(6.7) (7.4) (2.9) (21.7) (9.7) (0.0) (14.8) (8.5)

0 0 0 0 0 6 5 11
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (22.2) (18.5) (20.4)

0 0 0 0 0 1 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (3.7) (0.0) (1.9)

合計

1. （重度の）病気やケガをした

2. 悲惨な事故や災害の体験、⽬撃をした

3. 業務に関連し、重⼤な⼈⾝事故、重⼤事故を起こした

4. 会社の経営に影響するなどの重⼤な仕事上のミスをした

5. 会社で起きた事故、事件について、責任を問われた

6. ⾃分の関係する仕事で多額の損失等が⽣じた

7. 業務に関連し、違法⾏為を強要された

8. 達成困難なノルマが課された

9. ノルマが達成できなかった

10. 新規事業の担当になった、会社の建て直しの担当になった

11. 顧客や取引先から無理な注⽂を受けた

12. 顧客や取引先からクレームを受けた

13. ⼤きな説明会や公式の場での発表を強いられた

14. 上司が不在になることにより、その代⾏を任された

15. 仕事内容・仕事量の（⼤きな）変化を⽣じさせる出来事があった

16. 1か⽉に80時間以上の時間外労働を⾏った

17. 2週間以上にわたって連続勤務を⾏った

18. 勤務形態に変化があった

20. 退職を強要された

19. 仕事のペース、活動の変化があった

21. 配置転換があった

22. 転勤をした

23. 複数名で担当していた業務を1⼈で担当するようになった

24. ⾮正規社員であるとの理由等により、仕事上の差別、不利益取扱いを受けた

25. ⾃分の昇格・昇進があった

26. 部下が減った

27. 早期退職制度の対象となった

28. ⾮正規社員である⾃分の契約満了が迫った

29. （ひどい）嫌がらせ、いじめ、⼜は暴⾏を受けた

30. 上司とのトラブルがあった

31. 同僚とのトラブルがあった

32. 部下とのトラブルがあった

33. 理解してくれていた⼈の異動があった

34. 上司が替わった

35. 同僚等の昇進・昇格があり、昇進で先を越された

36. セクシュアルハラスメントを受けた

29. 上司等から、⾝体的攻撃、精神的攻撃等のパワーハラスメントを受けた

30. 同僚等から、暴⾏⼜は（ひどい）いじめ・嫌がらせを受けた
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表 3-8 出来事（平成 27～令和 3 年度） （業務上：精神障害、教育，学習支援業） 

 

 

H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03
N N N N N N N N

(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%)
対象数 19 10 8 13 12 11 20 93

[年度別%] [20.4] [10.8] [8.6] [14.0] [12.9] [11.8] [21.5] [100]
具体的出来事

0 0 0 1 1 0 0 2
(0.0) (0.0) (0.0) (7.7) (8.3) (0.0) (0.0) (2.2)

1 0 1 1 1 0 2 6
(5.3) (0.0) (12.5) (7.7) (8.3) (0.0) (10.0) (6.5)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

2 1 1 0 1 0 0 5
(10.5) (10.0) (12.5) (0.0) (8.3) (0.0) (0.0) (5.4)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

1 1 0 0 1 1 1 5
(5.3) (10.0) (0.0) (0.0) (8.3) (9.1) (5.0) (5.4)

0 1 1 0 3 1 0 6
(0.0) (10.0) (12.5) (0.0) (25.0) (9.1) (0.0) (6.5)

1 0 1 0 0 0 1 3
(5.3) (0.0) (12.5) (0.0) (0.0) (0.0) (5.0) (3.2)

0 0 0 0 1 1 0 2
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (8.3) (9.1) (0.0) (2.2)

0 1 0 0 0 0 0 1
(0.0) (10.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (1.1)

4 0 1 0 1 1 0 7
(21.1) (0.0) (12.5) (0.0) (8.3) (9.1) (0.0) (7.5)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

1 1 0 0 0 0 0 2
(5.3) (10.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.2)

6 3 3 3 2 3 2 22
(31.6) (30.0) (37.5) (23.1) (16.7) (27.3) (10.0) (23.7)

2 0 1 0 1 0 0 4
(10.5) (0.0) (12.5) (0.0) (8.3) (0.0) (0.0) (4.3)

4 4 2 2 2 2 2 18
(21.1) (40.0) (25.0) (15.4) (16.7) (18.2) (10.0) (19.4)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

2 1 1 0 0 0 1 5
(10.5) (10.0) (12.5) (0.0) (0.0) (0.0) (5.0) (5.4)

2 0 1 1 1 1 1 7
(10.5) (0.0) (12.5) (7.7) (8.3) (9.1) (5.0) (7.5)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 1 0 0 0 0 1
(0.0) (0.0) (12.5) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (1.1)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 1 0 0 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (7.7) (0.0) (0.0) (0.0) (1.1)

0 0 1 0 0 0 0 1
(0.0) (0.0) (12.5) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (1.1)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

7 3 3 1 4 0 0 18
(36.8) (30.0) (37.5) (7.7) (33.3) (0.0) (0.0) (19.4)

3 2 2 2 0 3 3 15
(15.8) (20.0) (25.0) (15.4) (0.0) (27.3) (15.0) (16.1)

2 2 0 0 0 0 0 4
(10.5) (20.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (4.3)

0 0 0 0 0 0 1 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (5.0) (1.1)

2 0 0 0 0 0 0 2
(10.5) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.2)

0 0 0 0 1 0 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (8.3) (0.0) (0.0) (1.1)

0 1 0 0 0 0 0 1
(0.0) (10.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (1.1)

4 1 2 2 1 1 4 15
(21.1) (10.0) (25.0) (15.4) (8.3) (9.1) (20.0) (16.1)

0 0 0 0 0 3 7 10
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (27.3) (35.0) (32.3)

0 0 0 0 0 2 3 5
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (18.2) (15.0) (16.1)

合計

1. （重度の）病気やケガをした

2. 悲惨な事故や災害の体験、⽬撃をした

3. 業務に関連し、重⼤な⼈⾝事故、重⼤事故を起こした

4. 会社の経営に影響するなどの重⼤な仕事上のミスをした

5. 会社で起きた事故、事件について、責任を問われた

6. ⾃分の関係する仕事で多額の損失等が⽣じた

7. 業務に関連し、違法⾏為を強要された

8. 達成困難なノルマが課された

9. ノルマが達成できなかった

10. 新規事業の担当になった、会社の建て直しの担当になった

11. 顧客や取引先から無理な注⽂を受けた

12. 顧客や取引先からクレームを受けた

13. ⼤きな説明会や公式の場での発表を強いられた

14. 上司が不在になることにより、その代⾏を任された

15. 仕事内容・仕事量の（⼤きな）変化を⽣じさせる出来事があった

16. 1か⽉に80時間以上の時間外労働を⾏った

17. 2週間以上にわたって連続勤務を⾏った

18. 勤務形態に変化があった

20. 退職を強要された

19. 仕事のペース、活動の変化があった

21. 配置転換があった

22. 転勤をした

23. 複数名で担当していた業務を1⼈で担当するようになった

24. ⾮正規社員であるとの理由等により、仕事上の差別、不利益取扱いを受けた

25. ⾃分の昇格・昇進があった

26. 部下が減った

27. 早期退職制度の対象となった

28. ⾮正規社員である⾃分の契約満了が迫った

29. （ひどい）嫌がらせ、いじめ、⼜は暴⾏を受けた

30. 上司とのトラブルがあった

31. 同僚とのトラブルがあった

32. 部下とのトラブルがあった

33. 理解してくれていた⼈の異動があった

34. 上司が替わった

35. 同僚等の昇進・昇格があり、昇進で先を越された

36. セクシュアルハラスメントを受けた

29. 上司等から、⾝体的攻撃、精神的攻撃等のパワーハラスメントを受けた

30. 同僚等から、暴⾏⼜は（ひどい）いじめ・嫌がらせを受けた
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別添１ 医療（医師） 

 
 

 
 

 

 

 

別添２ 医療（看護師） 
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別添３ IT 産業 

 
 

 
 

別添４ 過労死対策重点業種（精神、6 業種） 

 
 

 
 

 

 

 

 


